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1. 授業 

授業ではあるテーマに関する単語・文法を簡単に学び、10分弱のリスニングをし

た後に、ディスカッションを行うことが多かった。テーマは各国の国民性、グロー

バルウォーミング、デジタル美術館の有無など。ディスカッションでは、クラスメ

イトの頭の回転の速さにいつも驚いている。日本だと割と考える時間が長いが、こ

っちでは、テーマを与えられてすぐに議論が始まるので、短い時間で自分の意見を

まとめて主張するいい練習になった。議論中は聞き手に回った瞬間会話についてい

けなくなることが多いので、相手が話し終えた後、相手の意見を自分なりにまとめ

て確認するようにすることで、議論に徐々に参加できるようになってきた。 

また、Project2、1500字の科目に関わる課題、私の場合はリスクテイキングと性

差の関係性についてのレポートがあり、授業後に友達と図書館に行って課題を行っ

ている。授業で、Citation verbや論文の構成など習ってきたので、どの文章が著

者の意見かというのを見極めながら読むことで、欲しい情報だけを選び効率よく情

報収集できるようになったように感じる。 

 

2. イベント 

2.1. Bonfire Night @ A Farm  

Globe café が主催の Bonfire nightに参加した。Bonfireは Guy faｗkesがリーダ

ーとなって国会議事堂を爆破しようとした瞬間を記念した、イギリスではかなり大

きなイベント。 

このイベントには 60 人ほどの学生が参加し、現地の方が牧場まで連れて行ってく

れた。農場で、野菜スープやお菓子を食べ参加した学生と交流し、その後 Bonfire 

にまつわる劇を見た。最後に Bonfire を見て、手持ち花火をした。 

 

         

 

2.2. Firepit night  

UoLが主催の、学生同士が交流する目的のイベントに参加した。このイベントでは、

ホットドッグや焼きマシュマロを一緒に食べたり、ゲームをしたりした。 

参加している学生のほとんどがインド人の学生で、インド人独特の訛りを理解する

のに苦戦した。しかし、わからないときは聞き返すこと(1か月前は何度も聞き返す

ことが出来なかった)で、ゆっくり話してくれたり、他の友達が教えてくれた。ま

だまだ英語のスキルは足りないなと実感するが、助けてくれる友達がいて、充実し

た生活を送れている実感が湧いた。 
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2.3. Bonfire night @ Abbey park in Leicester 

Abbey park で行われる Bonfireにも参加した。Abbey Parkには簡易的ジェットコ

ースターなどもあってかなり盛大に行われていた。ロンドンを含む様々な地域で

Bonfireや花火が上がっており、イギリス人にとって大きいイベントであることを

実感した。 

 

2.4. Diwali 

インドのヒンドゥー教の祭りのひとつ。Leicesterにはインド人が多く住んでおり、

かなり多くのインド人が参加していた。このイベントに参加していたインド人はイ

ンドの伝統的な服装を着ている人が多かった。このお祭りのために道路が封鎖され

ており、様々なインド料理の出店があった。 

また、右下の写真は Hennaを体験した写真である。Hennaは 1週間ほどで消えるタ

トゥーみたいなものである。昔インドへ行ってた時に多くのインド人女性が Henna

をつけており、インドの伝統的なものだと思っていたが、トルコ人の友人が結婚式

のとき Henna をつけたといっておりインド以外でもよく行われるものだと知った。

夜には多くの花火が上がっており、かなり盛大に行われていた。 
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2.5. ロンドン旅行 

友達と 1泊でロンドンへ行った。ロンドンにある美術館・博物館は事前予約が必要

だがほとんどが無料で様々な美術館・博物館に行くことができた。British museum、

National history museum、 Science museumに行った。どれも規模が日本のもの

と比べてかなり大きかった。Science museumには東日本大震災・阪神淡路大震災の

コーナーもあり、海外でもかなり注目されていることを実感した。友達はフランス

出身で、地震を一度も体験したことがなく、地震を何度も感じたことのある私に驚

いていたことが印象的だった。また、この地震に対してどう感じているかや、原子

力発電の有無などについて議論し、(自分の考えを伝えるのにかなり苦労したが)自

分の考えとかなり違っていて面白かった。また、日本人として、日本で起こったこ

とをちゃんと知ることはとても大事だと思った。 

 

 

3. 最後に 

Leicester にきて 2 か月が経った。授業、課題、様々なイベントに参加し、友達に

も恵まれ充実した日々を送ることが出来ている。その分時間が過ぎるのもあっとい

う間で、驚いている。Leicester に来た当初よりも自分の言いたいことを言えるよ

うになってきたように感じるが、表現できないことの方が多い。また、リスニング

能力もまだまだ足りないと感じる。残り 1 週間ほどで英語のコースは終わるが、悔

いの残らないように体調面にも気を付けながら頑張っていきたい。 

  

 

 

 


